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　1916年 6 月に、武井邸において試演会という名目で第 1 回目の演奏会が開か
れた。メンバーは第 1 マンドリン 3 人、第 2 マンドリン 2 人、マンドラ、ギ
ター各 1 人という小さな編成で、聴衆は約25人であったが、その後、春秋の年









年）のプログラムには、第 1 マンドリン 6 人、第 2 マンドリン 6 人、マンドラ
5 人、リュート 1 人、マンドロンチェロ 2 人、ギター 3 人、ハープギター 1 人、
キタローネ 1 人、アルチリュート 1 人、ダルシトーン 1 人、ピアノ 1 人の名が




























































1915（大正 4 ）年10月 武井兄弟、田中常彦と娯楽的な合奏を開始
1916年 1 月 シンフォニア・マンドリニ・オルケストラと命名
1916年 4 月 機関紙『マンドリンとギター』を創刊（同好家に頒布）
1916年 6 月 4 日 第 1 回試演会（於：武井邸、指揮：田中）
1916年11月18日 第 2 回試演会（於：武井邸、指揮：田中）
1917年 4 月 『マンドリンとギター』を発売
1917年 5 月12日 第 3 回試演会（於：武井邸、指揮：田中）
1917年 初めてメンバーを誌上で公募
1917年11月17日 第 4 回試演会（於：丸の内保険協会）
1918年 4 月 瀬戸口藤吉を指揮者に招聘
1918年 6 月 8 日 第 5 回演奏会（於：丸の内保険協会、指揮：瀬戸口）
1918年11月22日 第 6 回演奏会（於：丸の内保険協会、指揮：瀬戸口）
1919年 5 月31、 6 月 1 日 第 7 回演奏会（指揮：瀬戸口）
1919年11月11、12日 第 8 回演奏会（於：丸の内保険協会、指揮：瀬戸口）
1920年 5 月29、30日 第 9 回演奏会（於：丸の内保険協会、指揮：瀬戸口）
1920年11月25、26日 第10回演奏会（於：丸の内保険協会、指揮：瀬戸口）
1921年 3 月下旬 ギターの夕べ（於：丸の内保険協会）
1921年 6 月 6 、 7 日 第11回演奏会（於：丸の内保険協会、指揮：瀬戸口）
1921年 6 月18日 演奏会（於：小田原女学校講堂）
1921年11月 5 、 6 日 第12回演奏会［ムニエル祭］（指揮：瀬戸口）
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1922年 武井《タレルガに捧ぐる曲》など 3 曲を出版
1922年 6 月17、18日 第13回演奏会（於：丸の内保険協会、指揮：瀬戸口）
1922年 7 月22日 演奏会（於：箱根富士屋ホテル）
1922年 7 月 ボーン文庫（イギリス）より楽譜を譲り受け、武井文庫を整理
1922年11月24日 第14回演奏会（於：丸の内保険協会、指揮：瀬戸口）
1923年 1 月21日 第 1 回全国合奏団競演会開催（於：帝国ホテル）
1923年 6 月17日 第15回演奏会（於：帝国ホテル、指揮：瀬戸口）
1923年 瀬戸口藤吉が引退し、大沼哲を指揮者に選出
1923年 9 月 1 日 関東大震災で武井文庫、楽器が被災
1923年11月 オルケストラ・シンフォニカ・タケヰ（OST）と名称を変更
1924年 3 月 雑誌の名称を『マンドリンギター研究』と改めて刊行




1924年11月30日 第 2 回競演会開催（於：帝国ホテル）
1924年12月 第 1 回作曲コンコルソ結果発表
1924年12月28日 来朝したカラーチェと共演（於：報知講堂）
1925年 1 月31日 オルケストラ演奏会（カラーチェ主催）
1925年 1 月 ヨーロッパの 4 文庫を買い取り、武井文庫を復活
1925年 3 月19日 東京放送局より本邦初のマンドリン合奏を放送
1925年 5 月21日 第17回演奏会（於：帝国ホテル、指揮：武井、大沼、菅原）
1925年 7 月 武井守成《軒訪るヽ秋雨》等 4 曲を十字屋楽器店より発売
1925年 7 月13日 東京放送局愛宕山新放送所の新築記念放送に放送
1925年 9 月 大沼哲のフランス留学に伴い、武井と菅原が指揮を担当
1925年10月 第 2 単行本『マンドリンギター片影』出版
1925年10月29日 第18回演奏会（於：帝国ホテル、指揮：武井、菅原）
1925年11月 3 日 第 3 回目の放送
1926（昭和元）年 3 月中旬 フランスより多くの古い楽書や楽譜が届き、武井文庫を拡
大
1926年 5 月29日 第19回演奏会（於：帝国ホテル、指揮：武井、菅原）
1926年 6 月 3 日 放送
1926年 9 月19日 スウェーデン皇太子夫妻の御前演奏（於：霞が関離宮）
1926年11月14日 第20回演奏会（於：帝国劇場、指揮：武井、菅原）
1926年11月27日 合奏所開設
1927年 6 月 2 日 第21回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井、菅原）
1927年 7 月 オルケストラ曲コンコルソ当選曲発表
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1928年 4 月 1 日 武井《朝鮮の印象》ビクターよりレコード発売
1928年 5 月 1 日 武井《春のノスタルジア》、菅原《ワルツ調にて》レコー
ド発売
1928年 5 月 2 部合奏曲コンコルソの当選発表
1928年 6 月 1 日 第23回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井、菅原）





1928年 9 月初旬 合奏所増築落成、「正容楽堂」と命名
1928年12月 3 日 第24回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井、菅原）
1929年 5 月30日 第25回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井、菅原）
1929年11月 7 日 第26回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井、菅原）
1929年11月23日 演奏会（於：大阪朝日講堂）
1929年11月24日 演奏会（於：京都市公会堂、指揮：武井、菅原）
1930年 1 月 7 -10日 「音楽に関する展覧会」に楽器等を出品（於：三越）
1930年 5 月28日 第27回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井、菅原）
1930年 9 月 マンドリン・オルケストラ曲コンコルソ結果発表
1930年11月24日 第28回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井、菅原）
1931年 5 月29日 第29回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井、菅原）
1931年11月24日 第30回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井、菅原）
1932年 2 月21日 新響第104回定期演奏会において12名が賛助出演
1932年 5 月26日 第31回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井、菅原）
1932年10月 OST マンドリンギター教授所女子部新設
1932年11月25日 第32回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井、菅原）
1933年 5 月25日 第33回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井）
1933年12月18日 第34回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井）
1934年 5 月25日 第35回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井）
1934年11月30日 第36回演奏会［創立20周年記念演奏会］（於：日本青年館、
指揮：武井）
1935年 5 月29日 第37回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井）
1935年11月29日 第38回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井）
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1936年 5 月29日 第39回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井）
1936年11月27日 第40回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井）
1939年 5 月23日 第41回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井）
1940年 3 月29日 第42回演奏会（於：日本青年館、指揮：武井）
4 ．オルケストラ・シンフォニカ・タケヰにおける菅原明朗
　菅原明朗は、1918（大正 7 ）年 4 月よりオルケストラ・シンフォニカ・タケヰ
の会員となり、第 5 回、第 6 回のオルケストラ・シンフォニカ・タケヰの演奏










































































第 8 回 オリエンタル（原曲：キュイ）
第12回 ムニエルに捧ぐる曲［武井・菅原合作］
第13回 ワルツ調にて
第17回 真昼の行列［武井、菅原、大沼による《 3 人の友の組曲》の第 2 曲］
第18回 ミヌエット
第19回 歌劇《ゴイエスカス》の間奏曲（原曲：グラナドス）





























第28回 近代楽小品の 5 作家［ナポリターナ（原曲：ストラヴィンスキー）、子守唄
（原曲：タンスマン）、即興曲（原曲：バルトーク）、スマレ（原曲：ミヨー）、
小品（原曲：プーランク）］
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が、前者では、第 1 、第 2 マンドリン各 8 、マンドラコントラルト、マンドラ
テノール各 3 、リュート 3 、マンドロンチェロ 2 、マンドローネ 2 、第 1 第 2





　曲は、ギターの一定の律動によるアルペジォで開始し（譜例 1 ）、 4 分の 4 拍







































































































































 9） 武井守成「嚆矢集」（『マンドリンギター研究』1933年 7 月号、11頁）。
10） 同書、同頁。
11） 若い頃音楽家を志望していた詩人萩原朔太郎は、比留間にマンドリンを習い、後
にゴンドラ洋楽会を主宰し、1916（大正 5 ）年には第 1 回演奏会を開いている。
12） 平井武雄「マンドリン昔話」（『マンドリンギター研究』1935年11月号、12-14頁）。
13） ABC 生「プロフィル武井会長」（『マンドリンギター研究』1939年 1 月号、47-48
頁）。
14） 「シンフォニア月報」（『マンドリンとギター』1917年12月号、12-13頁）。
15） 「シンフォニア月報」（『マンドリンとギター』1921年 6 月号、27頁）。




































24） 第37回に演奏されたストラヴィンスキー《第 1 組曲》のうち、〈アンダンテ〉、
〈ナポリターナ〉は以前に演奏されているので、重複を避けて残りの 2 曲を計上し
ている。
25） 曲目の順に、「シンフォニア月報」（『マンドリンとギター』1918年 6 月号、14頁）、
「シンフォニア月報」（『マンドリンとギター』1921年11月号、28頁）、「シンフォニ
ア月報」（『マンドリンとギター』1921年12月号、16頁）に記事が掲載されている。
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31） 菅原明朗「オネガーの管弦楽曲⑵」（『フィルハーモニー』1930年 4 月号、21-22
頁）。
32） 菅原明朗「オネガーの管弦楽曲⑶」（『フィルハーモニー』1930年 5 月号、34頁）。
33） 菅原明朗「オネッガーのこと」（前掲書、18-19頁）。
34） 菅原明朗「オネガーの管弦楽曲⑶」（前掲書、35頁）。














40） 菅原明朗「雑感」（『マンドリンギター研究』1932年 1 月号、19-20頁）。
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